
令和４年度第１回財政援助団体等監査 

 

監査の種別  地方自治法第 199 条第７項の規定による監査 

監査の対象  施 設 名：福生市民会館 

指定管理者：株式会社コンベンションリンケージ 

所 管 部 課：教育部 公民館 

監査の範囲   令和３年度（令和３年４月１日から令和４年３月 31 日まで）に執行 

された福生市民会館指定管理委託に関する事業について 
実 施 期 間  令和４年 12月２日から令和５年２月 24 日まで 

監 査 委 員  平田 敬太郎 ・ 五十嵐 みさ 

 

【意見・要望等】 

意見・要望等 改善等措置 

【所管課及び指定管理者】 

（１）事業情報の誤りについて 

福生市の広報へ市民会館の事業を掲載した

後に、指定管理者の都合で事業の開演時間を変

更したことにより、実際の開演時間が広報に掲

載された時間と異なり、利用者が困惑する事態

が令和３年度に発生した。また、指定管理者が

作成した広報の掲載原稿を所管課が確認する

と、大半の原稿に誤りが見受けられるため、所

管課が修正の作業に時間と労力を要している

状況である。 

広報は当市の情報を発信する有益な伝達手

段であることから、掲載誤りがないよう細心の

注意を払うべきものである。また、誤掲載は市

の信用を損ねかねないことになる。 

指定管理者は、利用者との信頼関係構築のた

めにも、事業情報について正確な情報発信に努

められたい。また、所管課は指定管理者に対し、

今後同様の誤りが発生しないよう十分な指導

を行うよう要望する。 

【所管課】 

当該事案は、令和３年 12月 21 日に発生した。

市民の信頼を裏切る重大事故として認識して

いる。そのため、所管課としては、指定管理者

に対して、掲載原稿の内容の誤り防止に向けた

業務の改善を指導した。具体的には、市民会館

の原稿作成者、市民会館副館長、市民会館長の

決裁ラインにおいてチェックを行うことを、組

織内で徹底させた。 

その上で、所管課としては、再発防止に向け

て、提出された原稿は公民館係職員によるダブ

ルチェック等を行い、広報への誤記載の未然防

止に努めている。 

なお、万一、広報記載後の情報内容に変更が

発生した場合は、市民会館独自のホームページ

等により可能な範囲の手段により周知を図る

よう指導を行った。 

 

【指定管理者】 

原稿作成者以外の社員が全員でチェックを

行い、誤字脱字、表記方法の妥当性を確認、最

終的に館長がルビを含め一文字一文字漏らさ

ずチェックを行い所管課に提出する事とした。 

                      



【指定管理者】 

（２）予約、決済システムの導入について 
利用者アンケートを見ると、ホール等の使用

予約がオンライン上で可能となることを要望

する声がある。指定管理者に現状を確認したと

ころ、施設の空き状況はホームページ上で確認

することができるが、予約は市民会館の窓口で

申請をし、使用料を現金で支払うことで確定す

るとのことであった。 

利用者の利便性の向上を図るために、オンラ

イン上での予約システムの構築及び使用料の

現金以外の決済方法について、所管課と連携し

ながらより良い方法を検討するよう要望する。 

【指定管理者】 

予約システムの構築にあたっては必要な項

目の洗い出しを実施しているところである。

当面は仮予約までが出来るウェブ予約システ

ムを構築すべく検討を重ねているところであ

る。 

また、現金以外での決済方法については電

子決済サービス（クレジットカード、交通系

IC カードや QRコード決済）の導入の可否を含

めて、所管課とともに調整を図っていきた

い。 

 


